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題：『教育と税金』
七田 莉奈（２年 三橋中出身）

税金について考えたときに、私が最も身近に関わりそして役立っていると感じた税金は、学校教育
に関わる税金です。
現在、義務教育である小中学校の授業で使用されている教科書は全て無償化、そして私たち高校生
も関わっているのが、学校の備品です。このように日本の子どもたちが快適に楽しく学校生活を送れ
るように、金銭面でも設備の面でも税金は私たちの生活に欠かせないものであると日々実感します。
そして最近、自分の身の周りで税金について考えた出来事は、私の住む市の小中学校でついに、学
校給食費が無償化されることです。現在私の妹は市内の小学校に通っているのですが、私の両親に話
を聞いたところ毎月三千円ほどの給食費を納めており、少額とはいうものの毎月払うには負担に思う
こともあるということを話してくれました。なのでこれから給食費が税金により無償化することで、
その分浮いたお金の使い道を自由に選択できるようになる上、子どもたちが安心して給食を食べられ
るようになります。
もう一つ私が税金について考えさせられたきっかけは、高校の授業料が無償化されていると知った
ことです。税金によって支えられているこの制度のおかげで、高校の授業料が高いという理由で自分
のやりたいことや、学びの場を奪われることなく、誰もが学校に行く機会を持てることは、とても大
切だと思いました。私自身も安心して学校で学べているのは、社会全体の支えがあってこそだと思い
ます。
私は将来、教師になることが夢です。だからこそ学校という子どもたちの教育や成長に重要な場所
に、税金という大きな支えがあることにとても感謝だと思います。もし税金によって支えられている
制度が学校になかったら、現在私が感じている、快適さも、教育の質も大きく下がっていたでしょう。
税金は、これからの日本の未来を担う子どもたちが、夢を持ち、それを叶えるための支えとなり、土
台にもなっているのです。
私は大人になったら、今現在私が支えられている税金を納める側の立場となりますが、社会の一員
として、そして子どもたちの教育者として次の世代によりよい学びを届けられるよう努力していきた
いと思います。

１１月１７日（月）、税に関する高校生の作文の表彰式が本校校長室に
て行われ、２年生の七田莉奈さん（三橋中学校出身）が「教育と税金」と
いう題で大牟田県税事務所長賞を受賞しました。
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